
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発行元 医療法人マックシール巽病院  医療福祉支援部 地域連携 

〒563-0031 池田市天神 1 丁目 5-22  TEL:072-763-5100 vol.59 

マックシールプレス （ 2019 ） 

患者様の安心・安全のために出来ること 

当院は 2016 年 12 月に国際認定基準である JCI 認証を取得しました。私たちが JCI 認証

を目指したのは「医療の質の明確化と持続可能な質の向上」を実現したかったからです。認定

から 2 年が経ちましたが、目指した時の気持ちを絶やすことなく、病院に訪れる方の安心・

安全のため私たちは日々研鑽しています。今回は認証研修の一環として、救命措置時に必要な

AHA（※１）の資格であるＡＣＬＳ（※２）・ＢＬＳ（※３）の訓練を実施しました。12 月

8 日、9 日に、医師と看護師がチームとなり、国際救命救急協会から派遣された AHA 認定イ

ンストラクターから指導を受け、全員、認定資格を更新する事ができました。 

※１ AHA：American Heart 

Association アメリカ心臓協会 

※２ ACLS：Advanced 

Cardiovascular Life Support  

※３ BLS：Basic Life Support  

1 月 26 日（土）に、南海トラフ沿いを震源地とする大規模な地震を想定した「災害訓練」を

実施しました。被災による外来患者や、院内で手術中断をした患者など症状例を３０通り設定

し、病院・老健・在宅部門から総勢１４０名が参加しました。 

昨年は大阪北部地震や⻄日本豪⾬、台風など大きな災害が発⽣し、その際にも災害対策本部

を設置し、被害状況や医療体制の確認など実際の災害発⽣時に必要な活動を経験しました。 

今回はその経験を活かし、情報連絡手段のひとつにトランシーバーを導入したり、トリアージ

（患者状態による緊急性の区分け）を受けた患者を、１階から階上階の病棟へ搬送するために、

廊下や階段を滑らせて引くことが出来るエアストレッチャーを試験的に使用しました。 
 



 

 

  

 

 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

セルフチェック ∼こんな症状はないですか？∼ 

平成 30 年 11 月 14 日（水）、救急隊員向けにプレホスピタルセミナー「四肢外傷

の基礎」を開催しました。各地域（池⽥・箕⾯・豊中・茨⽊・吹⽥・川⻄・猪名川町・

伊丹・宝塚）から計 75 名の隊員が参加してくれました。救急現場で目にする整形疾

患の種類やその注意点などを整形外科の中尾医師から解説しました。質疑応答の時間

では、当院が早期に手術が出来る体制である事や、専門分野を改めてお伝えし、「救急

医療に携わる同志」として、当院と救急隊の連携を深めることが出来ました。 
 

 

 

救急病院としての地域貢献 

～プレホスピタルセミナーで救急隊員との連携強化～ 

Topics 1 

□ 日中、急な眠気に襲われる  

□ 最近大きな「いびき」が気になる 

□ 呼吸が止まっていると指摘を受けたことがある 

□ 夜中に何度も目がさめる  etc 

睡眠時無呼吸症候群（Sleep Apnea Syndrome）について 

 

当院では、診察にてその状態や患者様の都合も考慮

し簡易型検査（自宅で装着可能な検査器具の貸し出

し）と PSG 検査（１泊入院にての検査）のどちらか

で検査しております。簡易検査はなるべくその日に

持って帰って頂きます。ただし、簡易型検査にて重症

の SAS と診断された場合は PSG 検査が必要です。

入院は夜 7 時で、退院は朝 8 時にしておりますので、

会社を欠勤して頂く必要はありません。 

「胸が苦しくなる」、「胸が痛くなる」、「動悸がする」、「息苦しい」、「心電図がお

かしいと言われた」、「歩くと足が痛くなる」、「足が数日間でむくんできた」など

は循環器内科での治療対象となる可能性があります。  

循環器内科の病気は、症状が出てから病気の進行が速いものが多く、病院にた

どり着くまでに亡くなってしまう方もおられます。特に急性心筋梗塞、不安定

狭心症、急性心不全、重症不整脈、大動脈解離、大動脈瘤、肺塞栓などでは最

初の数時間以内の適切な初期治療の有無が生死を分けます。 

 

循環器内科の病気は高血圧、脂質異常症(コレステロールが高い)、糖尿病、喫

煙、心臓病の家族歴がある人がなりやすいといわれています。少しでも心配な

方、胸に症状がある方は迷わず外来受診をお勧めします。 

 

当院では 24 時間救急診療体制をとっており、夜間、休日も含めて可能な限り 

緊急カテーテル治療（経皮的冠動脈形成術）を行っています。 

〜 循 環 器 内 科 の ご 紹 介 〜 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

患者様満足度アップに向けて ～看護部から～ 

血液浄化センターでは 2017 年から年 1 回の患者様アンケートを

行っています。今年のアンケート結果では、一部の患者様に行ってい

る送迎についての満足度低下がみられました。これをきっかけに患者

様へ詳しくお話を伺うと、帰りの配車の待ち時間が、患者様にとって

負担になっている事が分かりました。さっそく関係部署と連携を図

り、現在新しい送迎システムの構築を図っています。 

これからも患者様のニーズを明確にし、医療サービスの評価をして

頂くためにも、アンケートを継続して参ります。ご理解、ご協力をよ

ろしくお願いします。 

① 「専門知識が必要であり、⽣活支援だけではなく目に見え

ない心の部分のケアが非常に重要で、それが利用者の方の

今後の人⽣を左右していくことを学びました。」 

② 「介護職の仕事内容の多様性、知識やテクニックだけでは

なく、心のケアや介護職としての考え方もたくさん学びま

した。」 

 

次回の春コースは 
4 月 12 日開講予定 
随時受講⽣を募集中です。 
お問い合わせは 
072-737-5230 まで！！ 

修了に向けて 

経験豊富な講師陣がバックアップ 



 

 

 

 

 

  

 

 

■ヘルスプロモーション  15：00～16：00  

  動きやすい服装でリハビリ室前までお越しください。 

平成 31 年 2 月 23 日（土曜日） 「姿勢と腰痛」 

平成 31 年 3 月 23 日（土曜日） 「歩き方と膝痛」 

 

■楽しい介護予防教室  

  場 所：巽病院介護老人保健施設 5 階 

日 時：平成 31 年３月 16 日（土曜日）14：00～15：00 

内 容：認知症サポーター養成講座 

 

認知症への 

理解を深め 

地域で支える 

 

 

■リハビリテーションセンターの取り組み■ 
「健康で元気な池田」を目指して 

出張教室 「座って出来る健康体操」を随時開催 

専門職と一緒に「体」や「脳」を動かしませんか？ 

友愛クラブ「姫寿会」様からご依頼頂き、12 月 2 日に

出張ヘルスプロモーション「座って出来る健康体操」

を行うため姫室室町会館へお邪魔しました。 

30 名程参加され、中には当院へ来られたことのある方

や入院をしたことがあるという方もおられました。 

リハビリ担当者が元気に⽣活をしていく上で必要な

筋力チェックや、取り入れて頂きたい運動方法を紹

介し、様々な疑問にもお答えします。やさしく、わ

かりやすく解説を致しますので、皆様が定期的にさ

れるクラブや催しに合わせてお邪魔する出張教室を

是非活用し、“隠れ筋力低下”の早期発見、対策を

講じるきっかけにして頂ければと思います。 

友愛連大会では市民文化会館 

にもお邪魔しました！ 


